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学校教育の動向とＩＣＴ活用

東日本電信電話㈱　岩手支店長

星　伸寿 君

盛岡に着任する前に、学校教育におけるＩＣＴ
の活用をテーマに仕事をしていたことがあります。
その際に学んだ、日本の学校教育の動向、新しい
方向性について、ご紹介します。

世界の人口が、2050年に98億人、2100年には
112億人と増加が見込まれる一方、日本では2050
年に9,050万人、2100年には5,000万人程度に減少す
るといわれています。また、急速に発達が進むＡ
Ｉは、多くの分野で人の仕事を代替するようにな
るといわれています。「職をＡＩに奪われる」との
ＡＩ脅威論もありますが、むしろＡＩをうまく活
用していかないと社会、経済基盤の維持は難しい
との考え方が、的を射ているのかもしれません。

こうした社会変化に伴い、仕事に求められる能
力も変わってきています。世界経済フォーラムの
資料には、2015-2020の5年間で思考力（論理性）、
創造性がより重視されるようになったと書かれて
います。課題が複雑化、また、答えがひとつとは
限らない時代に論理性と創造性で、新しい仕事を
創り出していく。そういう力が求められているの
でしょうか。

そこで、日本の学校教育も変わろうとしていま
す。2020年に学習指導要領（子供の指導方法のマ
ニュアル。10年に一度見直しされる）が大きく変
わります。これまでの知識、技能に加え、「思考力・
判断力、表現力を伸ばす」教育を重視すると書か
れています。授業は、先生が一方的に説明するの

でなく、子供が自ら課題を設定する、子供同士で
対話しながら学ぶことを重視したスタイルをめざ
すとされています。さらに近年のＩＣＴ化、グロー
バル化を背景に、プログラミング教育、英語4技
能（読む、書く、聞く、話す）の習得も授業に取
り入れられることになります。

しかし、先生は多忙です。また、授業のコマ数
や時間に制約がある中で、新たなカリキュラムを
追加するのは難しい。こうした課題を解決するた
め、文部科学省は教室にＩＣＴ機器を整備し、授
業を効率化するとともに、学習効果を高めるツー
ルとして活用していく方針を示しています。具体
的には3人に1台分のコンピューター（タブレット）
の導入とすべての教室で高速インターネットに接
続できる環境をめざすというものです。先生はタ
ブレットを活用することで、視覚的に分かりやす
い授業ができます。また、生徒ひとりひとりの意
見を確認しながら授業を進めることもできます。
さらに、授業の準備が効率化され、資料印刷や配
布の手間も軽くなります。そもそも今の子供たち
はデジタル世代です。ノートと鉛筆よりもタブレッ
トの方が、上手に自分を表現できますので、授業
を楽しめます。

しかしながら、この環境整備は岩手を含め、全
国的になかなか進んでいません。自治体の予算の
問題に加え、先生や教育委員会はＩＣＴに苦手意
識があります。今、校内には昔ながらのパソコン
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プログラムのお知らせ
・10月25日㈮　第２回クラブアッセンブリー
・11月１日㈮　特別休会②
　　　８日㈮　新入会員卓話　赤沢文彦会員
　　　15日㈮　ゲスト卓話　高濱康亘（盛岡市都市整備部長）
　　　22日㈮　ゲスト卓話　菊池完之（㈱日本ホームスパン代表取締役）
　　　29日㈮　新入会員卓話　上野好章会員

●本号編集担当／佐藤　仁志

例 会 報 告

第13回例会
令和元年10月11日㈮

　12時30分　開会点鐘
・司　会　熊谷隆司副会長
・ロータリーソング（我らの生業）
・四つのテスト斉唱
・会長報告　熊谷隆司副会長
・結婚祝　坂本広行君
・幹事報告　勝　雅行幹事
・委員会報告

【ニコニコBOX】

◆佐藤重昭君…
　　今期はじめての出席なのでニコ
ニコします！

◆飯塚　肇君…
　　中国オープンで、世界ランキン
グ1位のバーディーを破って優勝
した大坂なおみにニコニコしま
す。

　　東レパン・パシフィック・オー
プンに続き、日本女子初の2大会
連続優勝を成し遂げました。

　　東京オリンピックに日本代表と

して参加するために、日本国籍を
選択する手続きに入ったこともう
れしい知らせです。

●メークアップ
仙台平成R.C.=橋本君
地区=田中君
盛岡西北R.C.=下道君
クラブ委員会=勝・眞下・菅原君

教室に古いデスクトップパソコン（学校によって
はWindows XPのパソコンも・・・）が埃をかぶっ
て放置されていることがよくあります。パソコン
教室は、教室への往復、システムの起動、準備が
面倒との理由であまり活用されないため、今回の
文部科学省は、どの教室でも簡単に使えるタブ
レットを準備することにしています。一方、諸外
国では、学校でコンピューターの整備が進み、学
びが進化しています。アメリカでは義務教育の中
でコンピューターサイエンスという科目を新たに
作り必修にしています。中国でもＳＴＥＭ教育

（Science、Technology、Engineering、Mathemat-
ics）を、国を挙げて推進しています。この分野で
は日本は周回遅れなのかもしれません。

日本の学校、先生は、世界に誇れる教育システ
ムと指導方法を持っています。ただ、世界の変化
に合わせてこれをアレンジしていく必要がありま
す。ＩＣＴが苦手といっても、普段スマホを使っ
ている先生が多いわけですから、使い始めれば慣

れるのにそれほど時間はかかりません。すばらし
い指導法を持った先生がＩＣＴを使いこなしたら、
これまで以上にすばらしい、楽しい授業ができる
でしょう。実際、首都圏の私立学校では、一人1
台のタブレットを導入し活用している学校が増え
ています。そうした学校の中には学力や大学進学
等の面で大きな成果がでているところもあります。
また、他県の公立校でもその動きが出てきていま
す。岩手が他の地域に遅れてしまうと、岩手の子
供たちにとってはとても残念な状況になってしま
います。地方にはさまざまな課題がありますが、
すべてに共通するテーマは、人材育成ですよね。
岩手に愛着を持ち、岩手の産業を担う人材、岩手
から世界に羽ばたく人材を育成する。我々大人の
一番の仕事であり、夢であると思います。ぜひ、
子供たちによい教育環境を準備してあげられるよ
う、地域社会として理解を深めていく必要がある
と思います。私もお手伝いしたいと思います。
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